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衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
浅
尾
慶
一
郎
環
境
大
臣
に
よ
る
除
去
土
壌
の
利
用
に
つ
い
て
の
放
射
線
審
議
会
へ
の
諮
問
に

関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
阿
部
知
子
君
提
出
浅
尾
慶
一
郎
環
境
大
臣
に
よ
る
除
去
土
壌
の
利
用
に
つ
い
て
の
放
射
線
審
議
会
へ
の
諮

問
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、
広
く
国
民
か
ら
意
見
を
募
集
し
た
上
で
策
定
し
た
「
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に

発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ
れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染

へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
基
本
方
針
」
（
平
成
二
十
三
年
十
一
月
十
一
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
汚
染
の
程
度

が
低
い
除
去
土
壌
に
つ
い
て
、
安
全
性
を
確
保
し
つ
つ
、
再
生
利
用
等
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。
除
去

土
壌
（
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
号
。
以
下
「
法
」

と
い
う
。
）
第
二
条
第
四
項
に
規
定
す
る
除
去
土
壌
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の
再
生
利
用
は
、
法
第
四
十
一
条
第
一
項
に

規
定
す
る
環
境
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
処
分
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
中
間
貯
蔵
・
環
境
安
全
事

業
株
式
会
社
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
四
十
四
号
）
第
三
条
第
二
項
に
お
け
る
「
国
は
、
・
・
・
中
間
貯
蔵
開
始
後
三
十
年

以
内
に
、
福
島
県
外
で
最
終
処
分
を
完
了
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」
こ
と
に
つ
い
て
は
、
日
本
環



 

２ 

 

境
安
全
事
業
株
式
会
社
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
六
年
法
律
第
百
二
十
号
）
に
よ
る
改
正
に
よ
り
、
国
会
で

の
御
審
議
の
上
定
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
「
法
律
制
定
時
に
説
明
の
な
か
っ
た
行
政
行
為
を
」
「
行

政
裁
量
で
進
め
る
」
と
の
御
指
摘
は
当
た
ら
ず
、
ま
た
、
お
尋
ね
の
「
「
必
要
な
措
置
」
と
は
「
再
生
利
用
」
で
あ
る
と
の

説
明
を
、
関
係
自
治
体
、
中
間
貯
蔵
施
設
の
元
の
地
権
者
達
、
お
よ
び
国
民
に
対
し
て
」
「
説
明
し
、
了
解
を
得
た
の
か
」

に
つ
い
て
は
、
そ
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
及
び
三
の
イ
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
違
法
性
を
告
発
す
る
た
め
の
法
的
根
拠
」
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
法
第
四

十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
環
境
省
令
で
定
め
る
同
項
の
処
分
の
う
ち
の
再
生
利
用
を
行
う
者
が
従
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
基
準
（
以
下
「
再
生
利
用
に
係
る
基
準
」
と
い
う
。
）
の
策
定
を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
も
含
め
、
現
時
点
に
お
い
て
そ
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
御
指
摘

の
「
回
答
」
は
、
除
去
土
壌
の
再
生
利
用
は
、
法
第
三
十
条
第
一
項
、
第
三
十
五
条
第
一
項
及
び
第
四
十
二
条
第
一
項
の
規

定
に
よ
り
、
国
、
地
方
公
共
団
体
等
の
責
任
に
お
い
て
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
検
討
中
の
再
生
利
用
に
係
る
基
準
及
び
そ

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
踏
ま
え
て
適
切
に
実
施
さ
れ
る
旨
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。 



 

３ 

 

三
の
ア
に
つ
い
て 

 
 

再
生
利
用
に
係
る
基
準
の
策
定
の
検
討
に
当
た
り
、
法
第
三
十
八
条
第
一
項
に
定
め
る
除
染
実
施
者
が
そ
の
除
去
土
壌
の

放
射
能
濃
度
の
調
査
を
行
う
こ
と
と
す
る
こ
と
を
検
討
し
て
お
り
、
現
時
点
に
お
い
て
そ
の
詳
細
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
る
。 

三
の
ウ
に
つ
い
て 

 
 

法
第
四
十
四
条
第
一
項
に
お
い
て
、
「
事
故
由
来
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
に
対
処
す
る
た
め
こ
の
法
律
に
基
づ

き
講
ぜ
ら
れ
る
措
置
は
、
・
・
・
当
該
関
係
原
子
力
事
業
者
の
負
担
の
下
に
実
施
さ
れ
る
も
の
と
す
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
二
及
び
三
の
イ
に
つ
い
て
で
述
べ
た
と
お
り
、
再
生
利
用
に
係
る
基
準
の
策
定
を
検
討
し
て
お
り
、
現
時
点
に

お
い
て
そ
の
内
容
の
詳
細
に
つ
い
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

三
の
エ
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
趣
旨
が
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

四
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
「
基
準
の
斉
一
を
図
る
」
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
の
具
体
的
な
法
的
な
根
拠
」
の
具
体
的
に
意
味
す
る
と
こ



 

４ 

 

ろ
が
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
放
射
線
障
害
防
止
の
技
術
的
基
準
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
六
十

二
号
）
第
一
条
に
お
い
て
は
、
「
原
子
力
規
制
委
員
会
に
放
射
線
審
議
会
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
放
射
線
障
害
防
止

の
技
術
的
基
準
の
斉
一
を
図
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 
 

な
お
、
御
指
摘
の
「
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
レ
ベ
ル
」
に
つ
い
て
は
、
核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉
の
規
制
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
第
六
十
一
条
の
二
第
一
項
に
基
づ
き
、
原
子
力
事
業
者
等
が
、
工
場
等
に

お
い
て
用
い
た
資
材
そ
の
他
の
物
が
再
生
利
用
さ
れ
る
場
合
を
含
め
、
こ
れ
ら
の
物
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
に
つ
い
て
の

放
射
能
濃
度
が
放
射
線
に
よ
る
障
害
の
防
止
の
た
め
の
措
置
を
必
要
と
し
な
い
も
の
と
し
て
定
め
ら
れ
た
基
準
で
あ
る
。
他

方
で
、
除
去
土
壌
の
再
生
利
用
に
つ
い
て
は
、
適
切
な
管
理
の
下
で
安
全
に
行
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
再
生
利
用
に
係
る

基
準
の
策
定
を
検
討
し
て
お
り
、
根
拠
と
な
る
法
律
や
前
提
と
な
る
考
え
方
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
。 

五
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
福
島
、
そ
の
先
の
環
境
へ
。
対
話
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
つ
い
て
は
、
環
境
省
が
発
注
す
る
業
務
の
一
部
と
し
て

行
わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
業
務
の
受
注
者
か
ら
御
指
摘
の
「
報
道
機
関
」
へ
の
必
要
経
費
の
支
払
が
行
わ
れ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。 



 

５ 

 

六
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
再
生
利
用
事
業
の
理
解
醸
成
の
た
め
に
、
広
告
代
理
店
お
よ
び
報
道
機
関
が
関
わ
っ
た
事
業
」
に
つ
い
て
は
、

令
和
元
年
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、
環
境
省
が
実
施
す
る
東
京
電
力
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
を
踏
ま
え
た
環
境
再
生
に
係
る
事
業
の
広
報
関
係
経
費
の
一
部
と
し
て
執
行
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
御
指
摘
の
「
再

生
利
用
事
業
の
理
解
醸
成
」
に
係
る
費
用
の
み
を
抽
出
し
て
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 


